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暑い夏の季節が終わり、秋らしい涼しい季節となってきました。
大杉谷も最近は羽織り物が必須な肌寒い日が続いて、動きが鈍くなりがちですが、対

照的に動物たちは、秋の実りを享受するため、今日も元気に活動しています。
そこで今回の大杉谷からの手紙では、大杉谷に住む動物の中でも日本固有種のヤマド

リとアナグマについてご紹介します。

（1）尾が長い日本固有種「ヤマドリ」

山で幾度となく林道上に現れては、そ
しらぬ顔でとことこ林道脇に去って行
ったり、山の中を歩いていると急に飛
び立ったりしてこちらをびっくりさせ
る赤褐色の鳥（写真1）を大杉谷では良
く目にします。以前、運転中に7回も林
道に飛び出てきた事もあり、車の速度
を抑えていても心臓に悪い子達です。

そんな彼らは「ヤマドリ」(写真1）
です。昔話の「桃太郎」に出てくるキ
ジの親戚となり、雌雄で体の大きさや
色が異なります。

特筆すべき特徴は、写真1でも見られるように、雄の平均体長約125㎝の半分以上を占
める長い尾羽です。若鳥よりも成鳥の方が尾も長く個体差がかなりありますが、大きい
ものは尾だけで約95ｃｍもあります。そのため、雄は林道からもすぐに視認することが
できますが、雌は体長が平均55ｃｍほどで、尾も短く色も茶色で、動かなければ地面や

落ち葉の塊と見間違うほど、とても見
つけにくいです。
尾羽が長い方が外敵に狙われるリス

クが高く、生存に不利だと考えられま
すが、幾年月を経て、尾の長い雄が強
い配偶者として選択された結果、尾が
伸びたのでしょうか？謎が深まります
ね。

もう一つのヤマドリの特徴としては、
ほとんど鳴かずに翼をバタバタとはば
たかせ、音を立てる「ほろ打ち」を行
うことが挙げられます。
写真2は、ほろ打ちを行った後の写真

でじっとこちらを見ています。

写真 1 尾羽が長い雄のヤマドリ

写真 2「ほろ打ち」の後、じっとこちらを見ている



ほろ打ちとは、縄張りの意思表示や求愛等のために良く使用されるため、「ここは僕の
縄張りなのに…、早くどこかに行かないかな～？」と思っているのかもしれませんね。
あまり長居をしてもかわいそうなので、早々にその場を後にしました。

（2）古今で意味の同じ「山鳥の尾」
ヤマドリは山間に多く生息している事から、あまり身近に感じる事は少ないですが、

この種はヤンバルクイナ（沖縄の山原地域固有種で国の天然記念物）等と同じ数少ない
日本固有種であり、その存在は奈良時代の人にとっては身近な存在だったようです。
奈良末期に編纂（へんさん）されたといわれている万葉集曰はく（いわく）、

「思へども 思ひかねつ あしひきの 山鳥の尾の 長きこの夜を／読み人しらず」

「あしひきの 山鳥の尾の しだり尾の ながながし夜を ひとりかも寝む／読み人しらず」
と残っています。
この2つの和歌で「山鳥の尾」という単語は、「長い」という単語を導く枕詞（まくら

ことば）として使われています。言葉の意味は時間を経て変わることもありますが、
「ヤマドリの尾は長い！」と感じるのは、奈良時代も現代も全く違いが無いようですね。

（3）穴掘り好きのニホンアナグマ

山の中を歩いていると、こちら
を見上げているニホンアナグマ（以
下アナグマ）（写真3）に出会いま
した。夜行性の動物なので昼間に
会うのはかなり珍しい光景です。
国際自然保護協会（IUCN）の発

行しているレッドリストの記載を
調べてみると、雄の成獣で体長は
平均66.8ｃｍ～78.7ｃｍ、雌で60.
4ｃｍ～72.0ｃｍで場所や個体によ
りかなり差があるようです。
私は写真を撮影した時が初めて

見たのですが、柴犬程度の大きさ
なのかなと思っていましたが、想

像していたよりも大きくてびっくりしました。

アナグマの特徴はその名前の通り、穴を掘る事を得意としており、写真3で見て取れる
ように前肢が立派なのがわかります。この5本指の前肢を用い、地中に部屋がいくつもあ
る大きな巣を作ります。穴掘りと関連したことわざに、「同じ穴の狢（むじな）」という
言葉がありますが、むじなはアナグマやタヌキの事を指し、アナグマが掘った同じ穴を
タヌキ等がこっそりと使っていた事が、ことわざの由来になっているようです。

食生活は雑食で何でも食べますが、主に土中のミミズやカブトムシ等の幼虫を食べて
生活しています。大杉谷でのアナグマの食に関してはデータが無いため詳しくは分かり
ませんが、林道の修繕に用いる土嚢（どのう）を作るため、シャベルで湿った土を掘る
と、男性の人差し指ほどの太さの濃紺色をしたシーボルトミミズが沢山出てきます。イ
ノシシ等との競合もありますが、困らない程度に餌は存在しています。

写真 3 石に前肢を置き、こちらを見ているアナグマ



写真4は大台ヶ原の森を歩くアナ
グマです。写真を見ると体の色が
薄い茶色で倒木の色と似ているの
で、かなり見つけにくいです（写
真中央の赤丸部分）。この時も偶然
歩いている姿を撮影できましたが、
立木や下層植生の多い林内で動物
を視認する事は至難の業で、すぐ
何処かに移動して見失ってしまい
ました。
大杉谷国有林は全域が禁猟区で、

天敵の猟師や野犬もいないため、
餌もあり遮蔽物（しゃへいぶつ）
も豊富な林内は、アナグマにとっ
てのびのびと生活しやすい場所な
のだと思います。

まとめ
今回ご紹介したヤマドリやアナグマを含め、大杉谷には多くの動物たちの生命のゆり

かごとして機能しています。この素晴らしい自然環境や多様性を将来の世代に残す為に
も前号で紹介した森林整備事業やニホンジカの個体数管理等をしっかりと行い、多様性
のある森林を維持していきます。
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写真 4大台ヶ原の森を歩くアナグマ（中央の赤丸）


